
 

 

 

 

 

 

 

 現在の建設産業は、人手不足や建設資材の高騰もあり、利益の出ない企業が少なくあり

ません。 

このような中、万が一経営がピンチになった場合は、国や金融機関の支援策を活用しな

がら、適切な経営管理を遂行することが必要です。 

この講習では、国や金融機関の支援策をわかりやすく説明するとともに、中小建設企業

がどのようなステップで経営のピンチを乗り切り、改善を進めていくのかを、わかりやす

く解説します。 

ぜひこの機会にご受講くださいますようご案内いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【日  時】 令和８年１２月７日（月） １３：３０～１６：３０  

CPDS ３ユニット  建築・設備施工管理ＣＰＤ ３単位 

 

【会  場】 岩手県建設会館６階 大会議室（盛岡市松尾町１７－９） 

 

【定  員】 ５０名   

 

【申込期限】 令和８年１１月３０日（月）または定員になり次第締切 

 

【講  師】 （株）建設経営サービス 提携講師 打尾 貞治 氏 

 

【主  催】 岩手県・一般社団法人岩手県建設業協会経営支援センター 

 

【後  援】 一般社団法人岩手県建設産業団体連合会 

 

【対  象】 県内に事業所を持つ建設業許可業者の経営者・経営幹部等 

 

【受 講 料】 １，０００円（税込） 受講料は当日受付でお願いいたします。 

 

【申込・問合せ】 一般社団法人岩手県建設業協会企画課 

         ＴＥＬ 019-653-6111 ＦＡＸ 019-653-6113 

≪令和８年度 第３回経営革新講座≫ 

将来の工事量減少に備えて、今すべき経営改善 

～経営の赤信号を回避する手法～ 



≪受講申込書≫ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記に必要事項をご記入のうえ、ＦＡＸ等にてお申込み願います。 

【 会 社 名 】  

【 電話番号 】  【申込み担当者】  

【氏名・役職】  

【氏名・役職】  

備   考  

・ＣＰＤ(建設業振興基金)の場合は、建築・設備施工管理ＣＰＤ制度 12 桁の 

ID が必要になりますので、分かるものをご持参ください。 

一般社団法人岩手県建設業協会企画課  FAX ０１９－６５３－６１１３ 

 主な講習内容 

1. 倒産にいたる建設企業の特徴 

2. 自社の現状を分析する方法 

3. 危険回避の特効策 

4. 国の支援策を活用した経営改善施策 

5. 金融機関と良好な関係を作り、資金繰りの支援を受ける方法 

6. 収支計画の考え方 

7. 財務経営力を身につけよう 

8. 確実に利益を上げる管理手法 

≪令和８年度 第３回経営革新講座≫ 
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